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地域の目 
「独学、子育て、離島でもできる」 

 

安 里 香織  

C O N T E N T S

特集1　総務部　 
平成１９年度　内閣府沖縄担当部局予算概算要求 
 

特集2　財務部　 
読谷補助飛行場返還！国有地と村有地の等価交換契約締結。 

特集3　開発建設部　 
那覇空港の総合的な調査・PIステップ２ 

仕事の窓①　農林水産部 
さとうきびの支援方策について　 
仕事の窓②　農林水産部 
「沖縄版食事バランスガイド実践週間」の結果について  
　 仕事の窓③　経済産業部 
ホテルでできる省エネセミナーの開催　 
仕事の窓④　経済産業部 
一日ＩＴ経営応援隊　ＩＮ ＯＫＩＮＡＷＡ 

仕事の窓⑤　開発建設部 
「億首ダム建設に関する要望書について」の回答式、「億首ダム本体工事に関する覚書」調印式を挙行。　 

仕事の窓⑥　運輸部 
マリンレジャーを安全に楽しむために！ 
　 

人事異動のお知らせ 

　億首川は、その源を国頭郡金武町及び恩納村山中に発し、喜瀬武原盆地を南に流れ、太平洋に
注ぐ流路延長7.5km、流域面積16.4k㎡の２級河川です。河口部では、マングローブ林（熱帯や亜熱帯
地域で海水と淡水が混ざり合う汽水域（きすいいき）に生育する植物の総称）が形成されるとともに、
多くの水鳥が訪れるため、たくさんの人がバードウォッチングに訪れます。また、最近では、カヤックなどで
億首川を散策するエコツーリズムが人気です。 

Rivers in Okinawa

内閣府だより　沖縄における広報の実施について 

なかゆくい　＊数字の小道　健康長寿に関する指標 
16
18

財　務　部　財政講演会を開催  

経済産業部　沖縄の環境保全のために、環境コミュニティビジネスを推進 

開発建設部　優良業者等表彰式を開催 

運　輸　部　平成１８年『海の月間』について 
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特
　
　
集 

群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばる）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれています。 ★本誌タイトルについて★ 

ドリームゲート沖縄エリアリーダー 

仕
事
の
窓 
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1
9
9
9
年
宮
古
島
、「
２

人
目
を
出
産
し
た
ら
パ
ー
ト
で
働
こ

う
か
な
」
と
思
っ
て
い
た
。「
仕
事
＝

社
会
か
ら
取
り
残
さ
れ
な
い
、そ
し
て

収
入
源
」
と
い
う
意
識
で
面
接
へ
。
し

か
し
現
実
は
甘
く
な
い
。
小
さ
な
子

供
が
い
る
私
を
雇
っ
て
く
れ
る
会
社

は
な
か
っ
た
。
 

　
「
働
く
場
所
が
な
け
れ
ば
自
分
で

仕
事
を
作
れ
ば
い
い
」
在
宅
だ
と
子

供
の
面
倒
を
見
な
が
ら
で
き
る
し
、パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、収
入
に
な
れ
ば
い
い
。

起
業
や
創
業
な
ど
と
は
程
遠
い
専
業

主
婦
だ
っ
た
私
、短
絡
な
発
想
だ
っ
た
。

パ
ソ
コ
ン
な
ん
て
や
っ
た
こ
と
も
な
い
、

２
歳
と
０
歳
の
小
さ
な
子
供
も
い
る
、

さ
ら
に
宮
古
島
と
い
う
離
島
。
現
実

を
見
つ
め
る
と
マ
イ
ナ
ス
の
面
ば
か
り

が
目
に
つ
い
た
。
今
ま
で
ず
っ
と
自
分

に
言
い
訳
を
し
て
、何
も
動
け
ず
に
い

た
、そ
れ
じ
ゃ
何
も
進
ま
な
い
。
 

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
本
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
徹
底
的
に
調
べ
る
。「
初
心

者
で
も
で
き
る
入
力
作
業
が
あ
る
。

で
も
単
価
が
す
ご
く
安
い
」「
宮
古
島

に
あ
る
公
園
を
毎
週
レ
ポ
ー
ト
す
る

仕
事
が
あ
る
」
と
に
か
く
自
分
で
仕

事
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、す
べ
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
。
当
初
は
1
日
15
時
間

作
業
を
し
て
も
、1
日
に
で
き
る
作

業
は
金
額
に
し
て
1
0
0
0
円
ほ
ど
。
 

時
給
換
算
に
す
る
と
70
円
程
度
、あ

く
ま
で
も
「
内
職
的
」
発
想
だ
っ
た
。
 

　
そ
れ
が
1
人
で
は
で
き
な
い
こ
と

が
多
く
な
り
、デ
ザ
イ
ン
担
当
、プ
ロ

グ
ラ
ム
担
当
等
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
協
力
者
と
繋
が
っ
て
い
く
う
ち
、そ

の
人
が
得
意
と
す
る
こ
と
を
活
か
し

て
仕
事
が
で
き
れ
ば
、と
い
う
発
想
が

芽
生
え
た
。「
在
宅
で
仕
事
」
と
思
っ

て
い
た
私
の
意
識
が
「
起
業
家
」へ
と
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た

時
期
だ
。
 

　
お
客
さ
ん
と
の
打
ち
合
わ
せ
の
中

で
は
自
分
自
身
が
で
き
な
い
分
野
も

ど
ん
ど
ん
質
問
が
と
ん
で
く
る
。
そ
の

勉
強
に
必
死
だ
っ
た
。
 

　
ま
っ
た
く
経
験
が
な
く
、在
宅
ス
タ

ッ
フ
を
抱
え
、沖
縄
で
ス
タ
ー
ト
し
た

と
い
う
経
歴
が
珍
し
か
っ
た
の
か
、沖

縄
県
内
だ
け
で
は
な
く
、県
外
か
ら

の
新
聞
や
雑
誌
の
取
材
、講
演
会
の

依
頼
が
多
く
な
っ
て
き
た
。
経
験
が

な
く
て
も
や
る
気
が
あ
れ
ば
仕
事
が

で
き
る
！
自
分
の
経
験
を
人
に
話
す

こ
と
で
、「
私
に
も
で
き
る
か
も
」
と

思
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
。
そ
う
思
う

と
、自
然
に
、経
験
を
話
し
、そ
し
て

何
か
や
り
た
い
人
の
教
育
を
し
て
い
く
、

同
時
に
仕
事
を
出
す
企
業
に
も
啓

蒙
活
動
を
続
け
て
い
く
。
そ
う
や
っ
て

日
々
、自
分
が
で
き
る
こ
と
を
１
つ
１

つ
こ
な
し
て
き
た
。
 

　
そ
し
て
活
動
の
場
は
沖
縄
県
内
だ

け
で
は
な
く
県
外
へ
。
県
外
の
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
周
り
を
す
る
と
「
沖
縄
」
と
い

う
ブ
ラ
ン
ド
が
活
用
で
き
た
。

2
0
0
5
年
現
在
、た
っ
た
1
人
で

は
じ
め
た
オ
フ
ィ
ス
は
ス
タ
ッ
フ
3
名
、

在
宅
ス
タ
ッ
フ
1
0
0
名
、自
宅
キ
ッ

チ
ン
の
卓
上
ス
ペ
ー
ス
か
ら
15
坪
の
オ

フ
ィ
ス
へ
と
成
長
を
遂
げ
た
。
 

　
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
だ
が
、私
の「
想

い
」
が
あ
っ
て
手
が
け
て
い
る
仕
事
が

あ
る
。そ
の
ひ
と
つ
が
経
済
産
業
省
後

援
の
起
業
家
支
援
事
業
で
あ
る
ド
リ

ー
ム
ゲ
ー
ト
の
沖
縄
エ
リ
ア
の
事
務
局

だ
。ド
リ
ー
ム
ゲ
ー
ト
と
は
起
業
を
目

指
す
す
べ
て
の
人
へ
の
情
報
や
マ
ッ
チ

ン
グ
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。
 

　
私
自
身
も
エ
リ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
立
場
で
多
く
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
 

　
沖
縄
市
で
は
音
楽
に
よ
る
街
づ
く

り
、音
市
場
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

ガ
イ
ド
養
成
や
起
業
家
育
成
事
業
を

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、音
楽
産
業
の

み
な
ら
ず
、沖
縄
市
を
視
野
に
い
れ

た
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
場
を
活
用
し
、

起
業
し
て
い
く
人
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

や
講
座
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
。こ

れ
も
ま
た
、私
自
身
の
経
験
か
ら
、コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
る
。
 

　
う
る
ま
市
は
健
康
産
業
、I
T
人

材
育
成
事
業
を
行
っ
て
お
り
、こ
こ
で

は
I
T
を
活
用
し
た
起
業
家
育
成

事
業
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
る
。
 

　
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、セ
ミ
ナ
ー

や
講
演
会
を
し
て
、自
分
自
身
の
体

験
を
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
中

で
、沖
縄
ブ
ラ
ン
ド
を
ど
う
活
用
し
て

い
く
か
、と
い
う
の
が
起
業
の
成
功
の

ひ
と
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
は
な
い
か
と

思
う
。
 

　
今
の
環
境
、状
況
を
プ
ラ
ス
と
捉

え
る
か
、マ
イ
ナ
ス
と
捉
え
る
か
に
よ

っ
て
も
事
業
継
続
の
ヒ
ン
ト
が
見
え
て

く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

　
今
後
は
自
分
自
身
の
事
業
の
地
固

め
を
し
、私
の
経
験
を
伝
え
、こ
れ
か

ら
何
か
を
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
人

の
背
中
を
そ
っ
と
押
す
役
割
を
担
お

う
と
思
っ
て
い
る
。
 

ドリームゲート沖縄エリアリーダー 

安 里 香 織  
（あさと・かおり） 
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1
特集 総 務 部  

　
こ
の
度
、平
成
19
年
度
内
閣
府
沖

縄
担
当
部
局
予
算
の
概
算
要
求
・
要

望
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。 

  

平
成
19
年
度
は
、沖
縄
振
興
特
別
措

置
法（
平
成
14
年
４
月
施
行
）に
基
づ

い
て
策
定
さ
れ
た
沖
縄
振
興
計
画（
同

年
７
月
決
定
）の
後
半
５
年
間
の
初
年

度
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、自
立
型
経
済

の
構
築
に
向
け
て
、よ
り
一
層
効
果
的

な
施
策
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
、沖

縄
の
優
位
性
や
地
域
特
性
を
生
か
し

た
産
業
・
科
学
技
術
振
興
に
関
す
る

施
策
、美
ら
島
の
魅
力
が
最
大
限
活

き
る
よ
う
な
離
島
の
活
性
化
に
係
る

施
策
等
を
重
点
的
に
進
め
る
た
め
の

予
算
を
要
求
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

     

１
．ア
ジ
ア
を
リ
ー
ド
す
る
Ｉ
Ｔ
産
業
の

振
興 

・
沖
縄
I
T
津
梁
パ
ー
ク
構
想
の

推
進
に
関
す
る
調
査
（
19
新
規
） 

・
情
報
通
信
産
業
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
創
出
事
業
（
19
新
規
） 

・
沖
縄
県
内
で
の
I
T
産
業
施
設

整
備 

・
情
報
通
信
産
業
特
区
の
課
税
特

例
継
続
・
拡
大
（
19
税
制
改
正
） 

２
．
多
彩
な
魅
力
を
有
す
る
歴
史
・

文
化
・
自
然
資
源
を
活
か
し
た
観

光
・
ブ
ラ
ン
ド
立
国 

・
沖
縄
デ
ザ
イ
ン
戦
略
構
築
促
進

事
業 

・
美
ら
島
の
ブ
ラ
ン
ド
化
等
の
た

め
の
離
島
活
性
化
特
別
事
業 

（
専
門
家
派
遣
、
活
性
化
支
援
等
） 

・
那
覇
空
港
の
将
来
展
開
を
踏
ま

え
た
総
合
的
な
振
興
構
想
の
検

討
（
19
新
規
） 

・
航
空
機
燃
料
税
の
軽
減
継
続

（
19
税
制
改
正
） 

・
特
定
免
税
店
制
度
の
継
続
（
19

税
制
改
正
） 

３
．
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け

る
先
端
的
頭
脳
集
積
・
国
際
交
流

拠
点
の
構
築 

・
世
界
最
高
水
準
の
教
育
研
究
を

行
う
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大

学（
仮
称
）設
置
構
想
の
推
進 

４
．
自
立
型
経
済
構
築
加
速
に
資
す

る
伸
び
つ
つ
あ
る
新
興
分
野
支
援 

・
沖
縄
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
支

援
（
19
新
規
） 

・
バ
イ
オ
マ
ス
エ
タ
ノ
ー
ル
の
普

及
推
進
広
報
（
19
新
規
） 

・
特
別
自
由
貿
易
地
域
立
地
促
進

の
た
め
の
施
設
整
備
（
19
新
規
） 

・
特
別
自
由
貿
易
地
域
の
課
税
特

例
継
続
（
19
税
制
改
正
） 
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Special Edition
   

 

１
．
離
島
地
域
等
の
さ
ら
な
る
活
性
化 

・
離
島
活
性
化
特
別
事
業
（
再
掲
） 

・
沖
縄
離
島
等
特
別
振
興
対
策
事

業
（
19
新
規
） 

・
新
石
垣
空
港
・
石
垣
港
離
島
タ

ー
ミ
ナ
ル
・
離
島
架
橋
等
離
島

の
社
会
資
本
整
備 

２
．
北
部
地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化 

・
北
部
特
別
振
興
対
策
事
業 

   

 

１
．
米
軍
再
編
も
見
据
え
た
跡
地
対
策 

・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
派
遣
等 

・
跡
地
利
用
計
画
の
作
成
等
支
援 

２
．
米
軍
基
地
所
在
市
町
村
活
性
化

特
別
事
業
（
〜
平
成
19
年
度
） 

・
米
軍
基
地
所
在
市
町
村
活
性
化

特
別
事
業 

 

    

・
離
島
・
へ
き
地
に
お
け
る
医
師

の
確
保 

・
子
育
て
家
庭
の
就
労
支
援
モ
デ

ル
事
業 

・
赤
土
等
の
発
生
源
対
策 

・
不
発
弾
処
理
対
策 

     １
．
産
業
の
発
展
を
支
え
る
社
会
基

盤
の
整
備 

・
那
覇
空
港
自
動
車
道
・
沖
縄
西

海
岸
道
路
等
の
道
路
整
備 

・
新
石
垣
空
港
等
の
空
港
整
備 

・
那
覇
空
港
の
沖
合
い
展
開
等
に
つ

い
て
の
総
合
的
調
査
／
那
覇
空

港
の
将
来
展
開
を
踏
ま
え
た
総

合
的
な
振
興
構
想
の
検
討
（
再

掲
） 

・
那
覇
港
・
石
垣
港
旅
客
タ
ー
ミ

ナ
ル
等
の
港
湾
整
備 

・
安
定
し
た
水
資
源
の
確
保
・
情

報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
整
備 

・
亜
熱
帯
特
性
等
を
生
か
し
た
特

色
あ
る
農
林
水
産
業
の
発
展
を

図
る
た
め
の
各
種
振
興
施
策 

２
．
県
民
生
活
を
支
え
る
社
会
基
盤

の
整
備 

・
老
朽
校
舎
改
築
等
の
文
教
施
設

整
備 

・
多
目
的
ダ
ム
・
河
川
改
修
・
砂

防
・
地
す
べ
り
対
策
等
に
よ
る

災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り 

・
多
様
化
す
る
医
療
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
医
療
施
設
の
整
備 

・
上
下
水
道
・
公
園
・
住
宅
・
廃

棄
物
処
理
施
設
等
の
生
活
環
境

基
盤
の
整
備 

 

 

Ⅰ．基本的政策企画立案等経費 

1．沖縄振興計画推進・評価調査費 

2．沖縄における産業・科学技術振興関係経費 

3．沖縄離島（美ら島）活性化特別事業費等 

4．普天間飛行場等駐留軍用地跡地利用推進関係経費 

5．沖縄米軍基地所在市町村活性化特別事業費 

6．沖縄北部特別振興対策事業費 

7．沖縄特別振興対策調整費等 

8．その他 

Ⅱ．沖縄振興開発事業費等 

計 

1．沖縄振興開発事業費 

　　（1）公共事業関係費 

　　（2）沖縄教育・文化振興事業費 

　　（3）沖縄新大学院大学施設整備費 

　　（4）沖縄保健衛生等対策諸費 

　　（5）沖縄農業振興費 

2．沖縄振興特別交付金 

3．戦後処理経費 

4．沖縄体験滞在交流促進事業等関係経費 

5．沖縄振興開発金融公庫補給金等経費 

 

34,115 

100 

8,093 

626 

435 

7,570 

5,000 

5,000 

7,290 

 

28,789 

100 

4,491 

264 

280 

7,570 

5,000 

5,000 

6,084

5,325 

0 

3,602 

362 

155 

0 

0 

0 

1,207

118.5 

100.0 

180.2 

237.1 

155.2 

100.0 

100.0 

100.0 

119.8

287,349 

281,965 

261,867 

11,882 

4,499 

488 

3,229 

90 

563 

81 

4,650 

321,464

243,251 

237,874 

221,284 

9,778 

3,530 

324 

2,959 

90 

538 

98 

4,650 

272,040

44,099 

44,091 

40,583 

2,104 

970 

164 

270 

0 

25 

△17 

0 

49,424

118.1 

118.5 

118.3 

121.5 

127.5 

150.7 

109.1 

100.0 

104.6 

82.9 

100.0 

118.2

事　項 

平成１９年度 
概算要求 
・ 

要望額 

前年度 
予算額 

対前年度比 

増△減額 比　率 

平成19年度 内閣府沖縄担当部局 予算概算要求・要望（単位：百万円・％） 
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平成18年7月31日、地元読谷村が長年待ち望んだ 

読谷補助飛行場（国有地）の122ｈａが返還されました。 

この国有地を読谷補助飛行場跡地利用実施計画用地に供するため、 

同日付で、昭和53年に一部返還された区域を含めた139ｈａの 

国有地について読谷村有地との等価交換を行いました。 

　
読
谷
補
助
飛
行
場
用
地
は
、
昭
和

18
年
か
ら
19
年
に
か
け
て
旧
日
本
陸

軍
が
飛
行
場
建
設
の
た
め
買
収
し
た

国
有
財
産
で
す
。
戦
後
、
読
谷
補
助

飛
行
場
と
し
て
米
国
政
府
が
使
用
し

て
き
ま
し
た
。
復
帰
後
は
財
務
省
所

管
普
通
財
産
と
し
て
沖
縄
総
合
事
務

局
が
管
理
し
、引
続
き
米
国
政
府
が

日
米
安
全
保
障
条
約
に
基
づ
き
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
降
下
・
投
下
訓
練
等
の
た
め

の
施
設
と
し
て
使
用
し
て
き
ま
し
た
。 

    
　
読
谷
補
助
飛
行
場
は
昭
和
53
年
に

旧
滑
走
路
の
東
側
が
一
部
返
還
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
政
府
は
、

沖
縄
に
お
け
る
米
軍
施
設
・
区
域
の

整
理
、
統
合
、
縮
小
の
促
進
と
航
空

機
騒
音
等
の
基
地
か
ら
派
生
す
る
諸

問
題
に
よ
る
県
民
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
日
米
特
別
行
動
委
員
会
（
Ｓ
Ａ

Ｃ
Ｏ
）
を
設
置
し
、
平
成
８
年
12
月

に
読
谷
補
助
飛
行
場
や
普
天
間
飛
行

場
な
ど
11
施
設
の
返
還
等
を
決
定
し

ま
し
た
。 

　
読
谷
補
助
飛
行
場
の
返
還
は
、楚

辺
通
信
所（
通
称
「
像
の
オ
リ
」
）の
移

設
等
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ

ま
で
同
通
信
所
の
機
能
移
設
の
遅
れ

で
再
三
、返
還
が
延
期
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、今
回
、楚
辺
通
信
所
の
機
能
に

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
区
域（
全
体
の
八

割
）が
返
還
さ
れ
ま
し
た
。 

    

　
平
成
14
年
に
策
定
さ
れ
た
沖
縄
振

興
計
画
に
お
い
て
「
読
谷
補
助
飛
行

場
跡
地
に
つ
い
て
は
、
個
性
豊
か
な

田
園
空
間
の
形
成
を
図
る
」
と
謳
わ

れ
て
い
ま
す
。 

今
回
、
読
谷
村
が
策
定
し
ま
し
た
、

跡
利
用
計
画
は
四
つ
の
柱
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
ず
1
点
目
は
、
村
役

場
を
中
心
と
し
た
村
民
セ
ン
タ
ー
地

区
の
整
備
で
す
。
村
民
セ
ン
タ
ー
地

区
は
跡
地
利
用
予
定
地
の
中
央
に
位

置
し
ま
す
。
既
に
役
場
庁
舎
、
文
化

セ
ン
タ
ー
、
野
球
場
、
運
動
広
場
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
２
点
目
は
公
園
地
区
の
整
備
で
す
。

現
在
の
滑
走
路
は
散
策
路
な
ど
を
備

え
た
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
に
生
ま
れ
変
わ

り
、
沖
縄
の
三
線
（
サ
ン
シ
ン
）
の

開
祖
と
い
わ
れ
る
赤
犬
子
（
ア
カ
イ

ン
コ
）
を
祭
っ
た
展
望
公
園
と
一
体

と
し
て
整
備
さ
れ
ま
す
。 

　
３
点
目
は
跡
利
用
計
画
面
積
の

3
/
4
を
占
め
る
先
進
農
業
集
団
地

区
で
す
。
同
地
区
で
は
旧
地
主
や
村
内

の
農
業
従
事
者
を
構
成
員
と
し
た
複

数
の
農
業
生
産
法
人
を
組
織
し
た
う

え
で
、新
た
に
地
主
と
な
っ
た
村
よ
り

農
地
を
借
受
け
て
、集
団
的
な
形
態
で

農
業
生
産
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。 
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４
点
目
は
国
道
58
号
バ
イ
パ
ス
、

村
道
中
央
残
波
線
等
の
道
路
の
整
備

で
す
。 

　
同
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
17

年
5
月
開
催
の
の
沖
縄
振
興
審
議
会

に
お
い
て
、沖
縄
振
興
計
画
の
位
置
付

け
に
沿
っ
た
も
の
で
、沖
縄
の
振
興
に

寄
与
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
旨
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、今
年
6
月
開

催
の
国
有
財
産
沖
縄
地
方
審
議
会
に

お
い
て
返
還
後
の
読
谷
補
助
飛
行
場

等
の
国
有
財
産
に
つ
い
て
読
谷
村
有
地

と
等
価
交
換
等
を
行
う
処
理
方
針
を

付
議
し
、異
議
の
な
い
旨
答
申
を
受
け

ま
し
た
。 

    

　
平
成
18
年
7
月
31
日
、
当
局
を
は

じ
め
、
那
覇
防
衛
施
設
局
、
沖
縄
県
、

読
谷
村
役
場
関
係
職
員
、
旧
地
主
代

表
者
等
約
百
名
が
見
守
る

中
で
、
酒
井
慎
一
財
務
部

長
と
安
田
慶
造
読
谷
村
長

と
の
間
で
等
価
交
換
契
約

の
調
印
が
行
わ
れ
た
瞬
間
、

会
場
は
割
れ
ん
ば
か
り
の

拍
手
と
跡
地
利
用
に
対
す

る
期
待
感
で
一
杯
に
な
り

ま
し
た
。 
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りっかPIさな！（さあ、PIしましょう！）～空港から見える沖縄の未来～ 

　
現
在
の
那
覇
空
港
に
は
、
延
長

3
0
0
0
m
の
滑
走
路
が
１
本
あ
り
、

こ
の
滑
走
路
で
年
間
11
・
5
万
回（
自

衛
隊
機
等
含
む
）の
航
空
機
が
発
着

し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、全
国
で
５
番
目

の
回
数
を
誇
り
、滑
走
路
１
本
の
空
港

と
し
て
は
全
国
で
２
番
目
と
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
国
内
線
旅
客
は
観
光
客
を

中
心
に
年
々
増
加
し
て
お
り
、

2
0
0
5
年
に
は
約
1
3
2
0
万
人

の
方
が
那
覇
空
港
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
夏
場
の
ピ
ー
ク
時
に

は
希
望
便
の
予
約
が
取
れ
な
い
な
ど

の
影
響
が
出
て
い
ま
す
。 

    

　
那
覇
空
港
は
将
来
、
需
要
が
逼
迫

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
内

閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
、
沖
縄
県
、

国
土
交
通
省
大
阪
航
空
局
の
三
者
で

「
那
覇
空
港
調
査
連
絡
調
整
会
議
」

を
発
足
し
、
『
那
覇
空
港
の
総
合
的

な
調
査
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
那
覇
空
港
の
総
合
的
な
調
査
」

で
は
Ｐ
Ｉ
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ
ン
ボ

ル
ブ
メ
ン
ト
）
と
い
う
手
法
に
よ
り
、

県
民
等
の
方
か
ら
貴
重
な
意
見
を
頂

き
な
が
ら
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。 

    

　
那
覇
空
港
の
Ｐ
Ｉ
は
３
つ
の
ス
テ

ッ
プ
に
分
か
れ
て
お
り
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
今
年
の
8
月
1
日
よ
り
ス

テ
ッ
プ
２
と
し
て
「
現
在
の
那
覇
空

港
で
将
来
の
需
要
に
対
応
で
き
る
の

か
」
等
の
検
討
内
容
を
公
表
し
て
い

ま
す
。
検
討
結
果
は
『
那
覇
空
港
の

調
査
報
告
書
２
』
と
し
て
と
り
ま
と

め
、
皆
様
へ
配
布
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
検
討
結

果
に
対
す
る
皆
様
の
ご
意
見
を
募
集

し
て
い
ま
す
。 

　
皆
様
の
貴
重
な
ご
意
見
が
、
将
来

の
那
覇
空
港
整
備
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
、
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 
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那
覇
空
港
の
調
査
報
告
書
２
で
は
、

主
に
「
現
在
の
那
覇
空
港
で
、
将
来

の
需
要
に
対
応
で
き
る
の
か
？
」
等

に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。 

 

１
）
那
覇
空
港
に
お
け
る 

　
　
将
来
の
需
要 

那
覇
空
港
の
需
要
予
測
を
行
い
ま
し

た
。
需
要
予
測
は
、
将
来
想
定
さ
れ

る
社
会
指
標
や
航
空
サ
ー
ビ
ス
を
解

析
モ
デ
ル
に
入
力
し
て
求
め
ま
す
。

将
来
の
社
会
指
標
や
航
空
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
は
、
様
々
な
状
態
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ

て
、
ケ
ー
ス
１
〜
４
ま
で
の
４
つ
の

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
将
来
予
測
を
行
い

ま
し
た
。 

　
国
内
線
と
国
際
線
を
併
せ
た
航
空

旅
客
数
及
び
民
間
航
空
機
発
着
回
数

の
予
測
結
果
は
以
下
の
と
お
り
と
な

り
ま
し
た
。 

 

2004年度で1,281万人だった旅客数が、

2020年度では1,456～1,850万人と予

測されます。 

 

2004年度で9.3万回だった発着回数は、

2020年度では10.2～13.3万回と予測

されます。 
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2
）
那
覇
空
港
の
能
力
見
極
め 

　
現
在
の
滑
走
路
1
本
で
、
1
日

当
た
り
航
空
機
が
那
覇
空
港
に
発

着
で
き
る
回
数
は
3
7
0
〜

3
8
0
回
と
想
定
さ
れ
ま
す
。 

　
将
来
の
日
発
着
回
数
は
、
需
要
予

測
で
求
め
た
年
間
発
着
回
数
か
ら
算

出
し
ま
す
。
し
か
し
、
那
覇
空
港
は

民
間
航
空
機
以
外
に
自
衛
隊
や
海
上

保
安
庁
な
ど
の
航
空
機
も
利
用
し
て

い
る
の
で
、
算
出
し
た
値
に
自
衛
隊

機
等
の
平
均
的
な
1
日
あ
た
り
の
発

着
回
数
を
加
え
ま
し
た
。
 

　
2
0
1
5
年
度
で
は
、
ケ
ー
ス
１
、

２
で
1
日
あ
た
り
3
7
0
〜
3
8
0

回
を
超
え
る
と
の
結
果
が
え
ら
れ
ま

し
た
。
 

　
ま
た
、
那
覇
空
港
は
他
の
空
港
と

比
較
し
て
8
月
の
旅
客
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

　
沖
縄
県
の
経
済
が
観
光
産
業
に
依

存
し
て
い
る
こ
と
や
沖
縄
に
来
訪
す

る
旅
行
者
の
9
割
以
上
が
航
空
機
を

利
用
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
夏

場
の
沖
縄
観
光
に
適
切
に
対
応
す
る

こ
と
が
沖
縄
県
経
済
に
と
っ
て
重
要

で
す
。 

　
夏
季
の
ピ
ー
ク
月
で
あ
る
8
月
は
旅

客
が
多
い
た
め
、臨
時
便
等
が
発
着
し

ま
す
。よ
っ
て
航
空
機
の
発
着
回
数
が

他
の
月
に
比
べ
て
多
く
な
り
ま
す
。 

　
8
月
で
は
、2
0
1
5
年
度
に
全
ケ

ー
ス
で
1
日
当
た
り
3
7
0
〜
3
8
0

回
に
達
す
る
、も
し
く
は
上
回
る
結
果

が
得
ら
れ
ま
し
た
。 

 3
）
座
席
利
用
率
と
 

　
　
県
経
済
損
失
額
の
見
通
し
 

　
那
覇
空
港
で
は
2
0
1
5
年
度
以

降
、
夏
季
を
中
心
に
増
加
す
る
旅
客

に
対
し
て
現
滑
走
路
1
本
で
は
航
空

機
の
増
便
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
そ

う
な
る
と
航
空
機
1
機
に
出
来
る
限

り
多
く
の
旅
客
を
乗
せ
る
こ
と
に
な

り
、
座
席
利
用
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
座
席
利
用
率
が
高
い
ほ
ど
予

約
が
取
り
づ
ら
く
な
り
ま
す
。
 

　
2
0
1
5
年
度
の
夏
季
ピ
ー
ク
で

は
座
席
利
用
率
が
80
〜
95
%
に
達
し
、
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Ｐ
Ｉ
ス
テ
ッ
プ
2
の
詳
細
な
内
容
を

ま
と
め
た「
那
覇
空
港
の
調
査
報
告
書

２
」
は
以
下
に
よ
り
配
布
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
配
信

し
て
お
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
報
告
書
の
中
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
皆
様
の
貴
重

な
ご
意
見
・
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
9
月
30
日
ま
で
の
間
、

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

現
在
よ
り
も
更
に
予
約
が
取
り
づ
ら

く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
 

　
2
0
1
5
年
度
以
降
、
予
約
が
取

れ
な
い
た
め
に
沖
縄
訪
問
が
出
来
な

い
人
の
数
が
19
〜
43
万
人
に
な
り
、

県
経
済
の
年
間
損
失
額
は
2
2
0
億

円
〜
4
9
0
億
円
に
な
る
と
試
算
さ

れ
ま
す
。
 

 

4
）
今
後
の
方
策
 

　
那
覇
空
港
は
、
2
0
1
0
〜

2
0
1
5
年
度
に
は
夏
季
を
中
心
に

航
空
旅
客
需
要
の
増
加
に
対
応
で
き

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
今
後
、那
覇
空
港
の
総
合
的

な
調
査
で「
既
存
施
設
の
有
効
活
用
」

や
「
滑
走
路
増
設
を
含
む
抜
本
的
な

空
港
能
力
向
上
」
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
、次
年
度
以
降
に
Ｐ
Ｉ
ス
テ
ッ
プ
3
と

し
て
皆
様
へ
提
示
す
る
予
定
で
す
。
 

●沖縄総合事務局 ●沖縄県交通政策課 ●那覇空港 ●モノレール各駅 
●県行政情報センターにて配布　　 

「那覇空港の調査報告書2」 

内閣府沖縄総合事務局 開発建設部　 
港湾空港建設課 空港係 

〒900-8530　 
沖縄県那覇市前島2-21-7

098-860-1000

mai-kuukouo@ogb.cao.go.jp
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生
産
農
家
へ
の
支
援 

　
平
成
１９
年
産
分
み
つ
糖
原
料
用
さ

と
う
き
び
に
対
す
る
経
営
所
得
安
定

対
策
に
よ
る
農
家
へ
の
支
援
は
、直
接

交
付
さ
れ
る
交
付
金
単
価
を
１
ト
ン
当

た
り
1
6
，3
2
0
円
と
す
る
と
と
も

に
同
単
価
を
３
年
間
固
定
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、さ
と
う
き
び
の
交
付
金
単
価

は
、糖
度
13
・
1
度
以
上
14
・
3
度
未
満

の
現
行
基
準
糖
度
帯
が
維
持
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
13
・
1
度
未
満
は
0
・
1
度

下
回
る
ご
と
に
1
0
0
円
／
ト
ン
が
差

し
引
か
れ
、
14
・
3
度
以
上
を
0
・
1
度

上
回
る
ご
と
に
1
0
0
円
／
ト
ン
が
加

算
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
新
た
な
制
度
に
お
け
る
農
家
の
手
取

額
は
、直
接
交
付
さ
れ
る
交
付
金
と
製

糖
工
場
か
ら
支
払
わ
れ
る
取
引
価
格
の

二
つ
を
合
わ
せ
た
も
の
と
な
り
ま
す
。こ

の
う
ち
取
引
価
格
は
来
年
度
に
決
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
現
時
点
で
は
手
取
り

の
総
額
は
確
定
で
き
ま
せ
ん
が
、最
近

の
糖
価
の
動
向
を
踏
ま
え
る
と
現
行
手

取
額
は
確
保
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
交
付
金
の
支
払
い
に
つ

い
て
は
、交
付
申
請
後
１０

日
以
内
に（
独
）
農
畜
産

業
振
興
機
構
か
ら
早
期

に
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

製
造
事
業
者
へ
の
支
援 

　
国
内
の
砂
糖
製
造
事

業
者
（
製
糖
工
場
）の
経

営
安
定
を
図
る
た
め
の

支
援
は
、平
成
１９
年
産
か

ら
は
、次
式
に
よ
っ
て
得
ら

れ
た
額
が
交
付
の
対
象

と
な
り
、交
付
金
単
価
は

6
4
，0
5
2
円
／
ト
ン

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

さ
と
う
き
び
の 

　
　
　
支
援
方
策
に
つ
い
て 

 
農
林
水
産
省
は
去
る
７
月
２１
日
、
平
成
１９
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る 

新
た
な
さ
と
う
き
び
の
支
援
方
策
（
経
営
所
得
安
定
対
策
）
に
つ
い
て 

対
策
の
実
施
に
必
要
な
支
援
単
価
や
予
算
措
置
等
を
定
め
た 

「
経
営
所
得
安
定
対
策
等
実
施
要
綱
」
を
決
定
し
ま
し
た
。 

  

SHIGOTONO*MADO

01
01

農林水産部 

農林水産部 

経済産業部 

開発建設部 

03
05

02
04

運　輸　部 06
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平
成
１８
年
３
月
に
決
定
さ
れ
た
「
食
育

推
進
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、食
育
推
進
運

動
を
重
点
的
か
つ
効
果
的
に
実
施
し
、食
育

の
国
民
へ
の
浸
透
を
図
る
た
め
、毎
年
６
月

を「
食
育
月
間
」、毎
月
１９
日
を「
食
育
の
日
」

と
定
め
、各
種
広
報
媒
体
や
イ
ベ
ン
ト
等
を

活
用
し
て
、そ
の
周
知
と
国
民
へ
の
定
着
を

図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
本
年
６
月
の「
食

育
月
間
」
に
お
い
て
、「
沖
縄
版
食
事
バ
ラ
ン

ス
ガ
イ
ド
実
践
週
間
」
を
設
定
し
、下
記
の

と
お
り
職
員
に
よ
る
そ
の
実
践
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
 
 

　
そ
の
結
果
、主
菜
の
摂
取
量
が
多
く
、主

食
、副
菜
、牛
乳
・
乳
製
品
、果
物
の
摂
取
量

が
少
な
い
な
ど
、実
践
参
加
者
の
食
事
の
バ

ラ
ン
ス
が
悪
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
沖
縄
版
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
は
食

生
活
改
善
の
た
め
の
有
効
な
ツ
ー
ル
と
し
て

活
用
で
き
ま
す
。
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
 

 「
料
理
区
分
」に
つ
い
て 

１
．主
食（
ご
は
ん
・
パ
ン
、麺
） 

２
．副
菜（
野
菜
、き
の
こ
、い
も
、海
藻
料
理
） 

３
．主
菜（
肉
、魚
、卵
、大
豆
料
理
） 

SHIGOTONO*MADO

02
農林水産部 

沖
縄
版
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
と
は
、
全
国
版
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
を
基
本
に
沖
縄
県
民
が
日
頃
の
食

生
活
で
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
料
理
例
を
示
す
な
ど
、
県
民
が
日
常
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
（
社
）
沖
縄
県
栄
養

士
会
、
沖
縄
県
及
び
沖
縄
総
合
事
務
局
が
協
力
し
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。 

経済産業部 

開発建設部 

03
05

04

運　輸　部 06

農林水産部 0102

１．実施時期 
　　平成１８年６月１２日（月）～６月１８日（日）  
 
２．実践参加者 
　　局次長（食育担当）　  
　　農林水産部幹部　　　……計４０人 
　　事務局職員  
　　　　　　　　　　　　　  
３．実施方法 
①実践週間の初日（１２日）に沖縄版「食事バ
ランスガイド」の基本的な考え方や活用方法
についての勉強会を開催  
②自分の活動量を参考に一日分の食事の適量を
決定  
③自分の体型をチェックし、ＢＭＩを算出 
　（BMI 25以上が肥満）  
　算出方法　BMI ＝体重（㎏）÷（身長（m）2） 
④毎日の食事を「毎日の食生活チェックブック」
に記録  
⑤１週間分の記録及び感想をメールで報告  
⑥集計・公表  

 
４．結果の概要 
 　　　　　　　　　　　　　　  
（１）５つの料理区分ごとの実際の摂取量及び適量

からの過不足  
　 ①主菜の摂取量は、男性、女性ともに適量を超

過していたが、主食、副菜、牛乳・乳製品及
び果物の摂取量については男性、女性ともに
いずれも適量以下であった。  

　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 　※過不足欄は足りない分については下限値との差、

超過分については上限値との差を表したもの  
　  
　②BMI 25以上の者（肥満者）とBMI 25未満の

者の摂取量を比較すると、BMI 25以上の者
の摂取量は主食、副菜、主菜のいずれも上回
っていた。  

　  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）食事が５区分全て適量だった日数（以下、コ

マの回った日数という）  
コマの回った日数別に見ると、コマが４日以
上回った参加者は無く、最も多かったのが３
日（２人）であった。  
コマが一度も回らなかった人が31人と最も
多く、全体の８割弱をしめた。  

 
 
 
 
 
 
（３）参加者の感想  
　①これまでの食生活ではバランスが取れてい
ないことがわかった。運動もほとんどやって
いないので、食生活面と併せて注意していき
たいと思う。 

（30代男性） 
 ②チェックシートをつけている時は、バラン
スについて考えるが、買い物をするときは、
自分の好きなものに目がいき、これまでの偏
った食生活を変えていくまでに至らなかった。 

（40代男性） 
③酒の宴席があると食事バランスは極端に悪く
なることがわかった。日頃から野菜を多く食
べるように心がけていたので、野菜について
は、意外と適量となっていたのでよかった。
食事のバランスがとれてなかったので今後少
しずつ改善していきたい。 
 
 

「
沖
縄
版
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
実
践 

週
間
」
の
結
果
に
つ
い
て  

 
沖
縄
版
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
と
は 

○沖縄版「食事バランスガイド」を活用した食生活を
実践してみませんか。 
　興味のある方は、沖縄総合事務局農林水産部ホーム
ページにアクセスしてみて下さい。アドレスはこち
らです。 
（http://ogb.go.jp/nousui/oki_balanceguide/in
dex.html） 



　
沖
縄
県
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
部

門
別
に
見
て
み
る
と
、
民
生
部
門
（
家

庭
用
・
業
務
用
）
の
消
費
量
が
産
業

部
門
に
比
し
約
５
倍
、
運
輸
部
門
に

比
し
約
７
倍
と
大
幅
な
消
費
量
を
示

し
て
い
ま
す
。  

　  

　
経
済
産
業
部
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
の
高
い
民
生
部
門
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
や
Ｃ
Ｏ
２

排
出
抑
制
を
は
か
る
た

め
の
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
地
域
啓
発
事
業
を
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
。 

　
平
成
１８
年
度
に
お
い
て
は
、
沖
縄

県
内
観
光
ホ
テ
ル
事
業
者
を
対
象
に
、

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
・
省
エ
ネ
機
器
等
の
紹

介
や
経
営
効
率
の
高
い
省
エ
ネ
へ
の
取

組
み
方
法
に
つ
い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。 

　
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
と
はE

n
erg
y
 

Service 
C
om
pany

の
略
で
、
民
間

の
専
門
事
業
者
が
顧
客
に
対
し
、
省

エ
ネ
に
必
要
な
設
備
及
び
技
術
等
を

提
供
し
、
一
定
の
光
熱
費
削
減
を
保
証

す
る
こ
と
で
、
そ
の
削
減
部
分
の
一
部

を
顧
客
が
専
門
業
者
に
サ
ー
ビ
ス
料
と

し
て
支
払
う
事
業
で
す
。 

　
当
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
E
C
O
事
業

導
入
で
ホ
テ
ル
の
経
営
改
善
に
成
功
し

た
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
技
術
顧
問
の

山
岸
秀
夫
氏
、
サ
ン
コ
ー
シ
ャ
省
エ
ネ

シ
ス
テ
ム
部
課
長
の
木
暮
徹
氏
及
び
財

団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
理
事

の
澤
田
武
男
氏
を
招
聘
し
、「
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
る
経
営
改
善
と
環
境
イ
メ

ー
ジ
向
上
を
！
…
今
す
ぐ
実
践
で
き

る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
み
」
を
テ
ー
マ

に
、
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。  

　  　
山
岸
秀
夫
氏
か
ら
は
、
省
エ
ネ
は
ホ

テ
ル
経
営
者
を
中
心
に
、
従
業
員
が
一

丸
と
な
っ
て
省
エ
ネ
に
関
心
を
持
つ
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
し
、
宴
会
場
の

空
調
操
作
方
法
な
ど
具
体
的
対
策
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

木
暮
徹
氏
と
澤
田
武
男
氏
か
ら
は
、

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の
取
り
組
み
や
省
エ
ネ

支
援
事
業
等
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、

（
財
）省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
が
無
料
で

実
施
し
て
い
る
「
省
エ
ネ
診
断
」
の
積
極

的
な
利
用
の
呼
び
掛
け
も
あ
り
ま
し
た
。 

  　
フ
ロ
ア
ー
で
は
、
省
エ
ネ
・
新
エ
ネ
の
パ

ネ
ル
・
機
器
展
示
等
も
併
せ
て
行
わ
れ
、

当
日
参
加
し
た
皆
様
の
省
エ
ネ
へ
の
関
心

度
は
高
く
、
そ
れ
ら
の
機
器
を
手
に
と

っ
て
熱
心
に
見
入
っ
て
ま
し
た
。 

 

　
な
お
、
当
日
の
「
講
演
録
」
に
つ
い
て
、

経
済
産
業
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い

た
し
ま
し
た
の
で
御
参
照
の
う
え
、
今

後
の
省
エ
ネ
戦
略
に
御
活
用
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

ホ
テ
ル
で
で
き
る 

　
　
　
　
　
省
エ
ネ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催 

去
る
７
月
１３
日
（
木
）
、エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
に
関
す
る
県
民
の
理
解
増
進
、エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
普
及
啓
発
を
目
的 

に
、宜
野
湾
市
の
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
会
議
棟
で
「
ホ
テ
ル
で
で
き
る
省
エ
ネ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
い 

た
し
ま
し
た
。 

SHIGOTONO*MADO

03
経済産業部 

農林水産部 

経済産業部 

開発建設部 

02
04

運　輸　部 06
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
取
組
み 

03
05

01

12
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SHIGOTONO*MADO

04
経済産業部 

去
る
8
月
１２
日
（
土
）
、
１３
（
日
）
の
2
日
間
に
わ
た
り
、
沖
縄
県
内
の
中
小
企
業
約
千
社
が
加
入
す
る
中
小
企
業
家
同
友
会
産
業

ま
つ
り
と
の
併
催
で
「
一
日
Ｉ
Ｔ
経
営
応
援
隊
　
Ｉ
Ｎ
　
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

経済産業部 

開発建設部 

運　輸　部 06

農林水産部 

一
日
Ｉ
Ｔ
経
営
応
援
隊 

　
　
　
　
Ｉ
Ｎ 

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ 

0102
0403

05

Ｉ
Ｔ
経
営
応
援
隊
事
業
と
は 

　
中
小
企
業
の
戦
略
的
情
報
化
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
政
府

機
関
、
中
小
企
業
支
援
機
関
や
民
間

事
業
者
な
ど
多
数
の
関
係
者
と
の
連

携
に
よ
っ
て
「
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
経

営
改
革
」
に
対
し
て
集
中
的
な
支
援

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
Ｉ
Ｔ
経
営
応
援
隊
事
業
の
一

環
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
経
営
が
経
営
上
の

具
体
的
な
成
果
に
繋
が
る
と
の
理
解

を
広
め
る
た
め
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な

る
一
日
I
T
経
営
応
援
隊
を
開
催
し

ま
し
た
。 

 

一
日
Ｉ
Ｔ
経
営
応
援
隊 

　
　
　
　
Ｉ
Ｎ
　
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ 

特
別
講
演
会 

　
経
済
産
業
省
商
務
情
報
政
策
局
情

報
化
人
材
室
長
夏
目
健
夫
氏
を
講
師

と
し
て
　
「
Ｉ
Ｔ
新
改
革
戦
略
と
Ｉ

Ｔ
経
営
」
と
い
う
演
題
で
特
別
講
演

を
行
い
ま
し
た
。 

　
講
演
で
は
、
世
界
最
先
端
の
Ｉ
Ｔ

国
家
に
な
る
と
の
目
標
を
掲
げ
た
「
ｅ

―
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
戦
略
」
を
２
０
０
６

年
か
ら
「
Ｉ
Ｔ
新
改
革
戦
略
」
へ
と

移
行
し
、
Ｉ
Ｔ
を
使
っ
た
構
造
改
革

に
よ
り
、
国
民
・
社
会
の
課
題
解
決

に
あ
た
る
と
と
も
に
、
世
界
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
「
Ｉ
Ｔ
経
営
」
、
Ｉ
Ｔ
を

駆
使
し
た
環
境
配
慮
型
社
会
、
世
界

一
便
利
・
効
率
的
電
子
行
政
な
ど
を

重
点
分
野
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

旨
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
企
業
に
お
い
て
優
れ
た
「
Ｉ

Ｔ
経
営
」
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に

は
、
初
め
に
Ｉ
Ｔ
あ
り
き
で
は
な
く
、

ま
ず
経
営
戦
略
と
情
報
化
戦
略
へ
の

入
念
な
取
り
組
み
が
必
要
で
、
「
Ｉ

Ｔ
は
あ
く
ま
で
も
実
現
の
た
め
の
手

段
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま

し
た
。 

          

Ｉ
Ｔ
経
営
百
選
企
業
事
例
発
表 

　
Ｉ
Ｔ
経
営
百
選
企
業
の
三
社
か
ら
、

Ｉ
Ｔ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
、
業
績

を
伸
ば
し
た
か
を
具
体
的
事
例
を
挙

げ
な
が
ら
実
践
を
通
し
た
Ｉ
Ｔ
活
用

の
事
例
紹
介
が
行
な
わ
れ
、
講
演
参

加
者
か
ら
は
、
Ｉ
Ｔ
活
用
の
効
果
と

Ｉ
Ｔ
経
営
に
つ
い
て
参
考
に
な
っ
た

と
い
う
意
見
が
多
数
聞
か
れ
ま
し
た
。 

ブ
ー
ス
出
展 

　
展
示
室
に
お
い
て
Ｉ
Ｔ
経
営
応
援
隊

事
業
の
ブ
ー
ス
出
展
に
よ
り
、
応
援
隊

事
業
の
紹
介
、
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
に

よ
る
無
料
相
談
を
行
な
い
ま
し
た
。
ブ

ー
ス
に
は
多
く
の
方
々
が
来
訪
さ
れ
、

熱
心
に
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
相
談
を
行
な
う

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

　
平
成
18
年
度
は
「
一
日
I
T
経
営

応
援
隊
　
Ｉ
Ｎ
　
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
」

を
皮
切
り
に
数
々
の
応
援
隊
事
業
が

始
ま
り
ま
す
。 

　
沖
縄
Ｉ
Ｔ
経
営
応
援
隊
事
業
が
企

業
に
浸
透
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
県

内
企
業
の
Ｉ
Ｔ
経
営
改
革
が
推
進
さ

れ
、
沖
縄
県
の
産
業
基
盤
の
強
化
と

中
小
企
業
の
経
営
の
高
度
化
が
実
現

さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。



14

　
億
首
ダ
ム
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

ダ
ム
の
基
本
計
画
策
定
時
に
沖
縄
総

合
事
務
局
、
沖
縄
県
並
び
に
金
武
町

の
３
者
に
お
い
て
、
ダ
ム
建
設
地
元

の
地
域
振
興
の
た
め
の
諸
施
策
の
推

進
に
努
め
な
が
ら
ダ
ム
建
設
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
「
要

望
書
」
と
は
、
金
武
町
及
び
億
首
ダ

ム
関
係
３
区
が
地
域
振
興
を
図
る
上

で
要
望
す
る
諸
事
項
を
取
り
ま
と
め
、

金
武
町
よ
り
沖
縄
総
合
事
務
局
及
び

沖
縄
県
に
対
し
提
出
さ
れ
て
い
た
も

の
で
す
。
こ
の
た
び
要
望
事
項
に
関

す
る
対
応
方
針
が
ま
と
ま
っ
た
こ
と

か
ら
、
平
成
18
年
８
月
25
日
を
も
っ

て
、
沖
縄
総
合
事
務
局
及
び
沖
縄
県

よ
り
金
武
町
あ
て
、
「
億
首
ダ
ム
建

設
に
関
す
る
要
望
書
に
つ
い
て
」
の

回
答
を
行
い
ま
し
た
。 

「
億
首
ダ
ム
本
体
工
事
に
関
す
る
覚

書
」
と
は
、
沖
縄
総
合
事
務
局
、
沖

縄
県
並
び
に
金
武
町
の
３
者
が
、
ダ

ム
建
設
地
元
の
要
望
事
項
の
実
現
に

誠
意
を
持
っ
て
努
力
す
る
こ
と
、
並

び
に
、
ダ
ム
本
体
工
事
の
実
施
に
同

意
し
、
そ
の
事
業
に
積
極
的
に
協
力

す
る
こ
と
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

覚
書
の
調
印
は
、
沖
縄
総
合
事
務
局
・

沖
縄
県
知
事
並
び
に
金
武
町
長
の
3

者
と
、
立
会
人
と
し
て
億
首
ダ
ム
関

係
３
区
長
の
６
者
で
要
望
書
回
答
式

に
引
き
続
き
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
調
印
式
に
お
い
て
竹
林
局
長
か
ら

「
本
日
こ
の
よ
う
に
億
首
ダ
ム
本
体

工
事
に
関
す
る
覚
書
の
調
印
式
を
行

え
る
の
は
、
地
域
の
皆
様
の
御
理
解

と
関
係
さ
れ
た
皆
様
の
御
努
力
の
賜

物
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
と
も
億
首
ダ
ム
に
対
す

る
一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。 

　
回
答
式
・
調
印
式
は
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
、
調
印
式

終
了
後
の
祝
賀
会
で
は
、
金
武
町
関

係
３
区
の
方
々
の
余
興
が
披
露
さ
れ
、

琉
舞
や
子
供
た
ち
の
獅
子
舞
の
演
舞

で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
今
後
、
ダ
ム
事
業
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、
工
事
施
工
中
の
安
全
対

策
や
環
境
対
策
に
万
全
を
期
す
よ
う

努
め
る
と
と
も
に
、
億
首
ダ
ム
が
地

域
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
、
地
域
活
性

化
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き

関
係
機
関
の
皆
様
や
地
域
の
皆
様
と

の
連
携
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 

05

「
億
首
ダ
ム
建
設
に
関
す
る
要
望
書
に
つ
い
て
」
の
回
答
式
、 

「
億
首
ダ
ム
本
体
工
事
に
関
す
る
覚
書
」
調
印
式
を
挙
行
。 

SHIGOTONO*MADO

05
開発建設部 

農林水産部 

経済産業部 

開発建設部 

02
04

運　輸　部 

01
03

06

億
首
ダ
ム
は
、
開
発
建
設
部
が
実
施
し
て
い
る
沖
縄
東
部
河
川
総
合
開
発
事
業
（
漢
那
ダ
ム
、
億
首
ダ
ム
）
の
一
環
と

し
て
、
金
武
町
に
あ
る
水
道
用
水
専
用
の
金
武
ダ
ム
（
沖
縄
県
企
業
局
管
理
）
を
、
「
洪
水
調
節
」
、
「
既
得
用
水
や

河
川
維
持
用
水
の
安
定
化
等
」
、
「
水
道
用
水
・
か
ん
が
い
用
水
の
供
給
」
を
目
的
と
す
る
多
目
的
ダ
ム
と
し
て
再
開

発
す
る
も
の
で
、
昭
和
５３
年
度
よ
り
実
施
計
画
調
査
、
平
成
５
年
度
よ
り
建
設
事
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。 



15

SHIGOTONO*MADO

06
運　輸　部 

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
は
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
！ 

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
が
盛
ん
に
な
る
と
と
も
に
、モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
や
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
に
よ
る
海
難
事
故
が

年
々
増
え
続
け
、用
途
別
の
海
難
船
舶
で
み
る
と
全
体
の
３５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。 

沖
縄
は
ま
だ
ま
だ
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
！ 

こ
こ
で
は
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
を
安
全
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
心
得
を
紹
介
し
ま
す
。 

経済産業部 

開発建設部 

運　輸　部 

農林水産部 

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
安
全
に
楽
し
む
た
め
に
！ 

 

0102
03

船
長
は
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
！ 

　
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
を
安
全
に
利

用
し
て
も
ら
う
た
め
、
小
型
船
舶
操

縦
者
（
船
長
）
に
対
し
て
法
令
で
遵

守
事
項
を
定
め
て
い
ま
す
。 

      

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
（
救
命
胴
衣
）

の
着
用
を
お
忘
れ
な
く
！ 

　
こ
れ
ま
で
の
海
難
事
故
を
調
べ
て

み
る
と
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着

用
し
て
い
た
人
の
生
存
率
は
約
９
割

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
着
用
し
て
い

な
か
っ
た
人
の
生
存
率
は
約
６
割
で

し
た
。
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
て

い
る
こ
と
が
乗
船
者
の
海
中
転
落
に

よ
る
死
亡
・
行
方
不
明
者
を
少
な
く

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
義
務 

　
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
乗
船
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。 

①
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
に
乗
船
す
る
人 

②
小
型
船
舶
に
乗
る
１
２
歳
未
満
の

小
児 

③
一
人
で
小
型
船
に
乗
船
す
る
漁
労
者

（
防
水
措
置
を
施
し
た
携
帯
電
話
等

の
通
信
手
段
を
持
た
な
い
場
合
） 

※
こ
れ
ら
以
外
の
乗
船
者
も
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
を
努
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

　
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
は
ル
ー
ル
を
守

る
こ
と
で
海
難
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
出
来
ま
す
。 

　
み
な
さ
ん
も
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
安
全
で
楽
し
く
海
で
遊
び
ま

し
ょ
う
！ 

 

04

06
05

1．酒酔い等操縦の禁止 2．危険操縦の禁止 

酒酔い状態等での操縦は禁止です。 遊泳者等付近での疾走等は禁止です。 

港内や航路内（水上オートバイは全
ての水域）では、免許者が直接操縦
しなければなりません。 

子供や水上オートバイの乗船者等は
救命胴衣（ライフジャケット）等を
着用しなければなりません。 

3．免許者の自己操縦 

5．発航前点検の実施 

7．事故時の人命の救助 

6．適切な見張りの実施 

4．ライフジャケット等の着用 

遵守事項 
船長さんの 



16

NAIK
AKUF

U

DAYO
RI.

REPO
RT

2006

沖
縄
に
お
け
る
 

　
　
広
報
の
実
施
に
つ
い
て
 

内
閣
府
沖
縄
担
当
部
局
で
は
、 

沖
縄
で
活
躍
す
る
方
々
を
紹
介
す
る
 

ラ
ジ
オ
番
組
の
放
送
や
 

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
配
布
を
行
い
ま
す
。
 

閣
府
沖
縄
担
当
部
局
で
は
、

平
成
14
年
に
策
定
さ
れ
た

「
沖
縄
振
興
計
画
」
に
沿
っ
て
、

沖
縄
の
自
立
型
経
済
の
構
築
に
向

け
様
々
な
取
組
み
を
積
極
的
に
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の

た
め
に
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
理

解
と
協
力
、
そ
し
て
、
「
自
分
達

で
自
立
を
勝
ち
取
る
」
と
い
う
気

持
ち
が
不
可
欠
で
す
。
 

　
沖
縄
県
内
に
は
、
観
光
業
や
情

報
通
信
産
業
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開

発
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
等
）
、
伝
統

工
芸
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産

業
等
、
様
々
な
分
野
で
頑
張
っ
て

い
る
方
、
活
躍
し
て
い
る
方
が
多

く
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
か
ら
就
職
す
る
若
者
に
と

っ
て
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
取
組
み

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
仕
事
に
関
す
る

情
報
は
、
将
来
を
考
え
た
り
、
夢

を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
に

な
る
と
考
え
ま
す
。
 

　
そ
こ
で
、
内
閣
府
沖
縄
担
当
部

局
で
は
、
沖
縄
で
活
躍
す
る
方
々

を
紹
介
す
る
広
報
を
実
施
し
、
若

者
を
中
心
と
し
た
県
民
の
皆
さ
ん

が
、
自
ら
主
体
的
に
取
り
組
め
る

「
き
っ
か
け
」
作
り
を
支
援
し
ま

す
。
 

 

年
度
は
、
「
情
報
通
信
産

業
の
振
興
」
を
テ
ー
マ
に
、

当
該
業
務
に
従
事
し
て
い
る
方
々

を
紹
介
す
る
広
報
（
ラ
ジ
オ
広
報
）

と
、
「
離
島
の
活
性
化
」
を
テ
ー

マ
に
、
離
島
な
ら
で
は
の
業
務
に

従
事
し
て
い
る
方
々
を
紹
介
す
る

広
報
（
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
広
報
）
を

行
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
沖
縄
に
お
け
る
広
報
用

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
及
び
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
作
成
し
、
各
広
報

に
お
い
て
使
用
す
る
こ
と
で
、
内

閣
府
広
報
の
浸
透
を
図
り
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
立

ち
上
げ
、
各
広
報
内
容
を
掲
載
、

蓄
積
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
深
い

情
報
、
関
連
す
る
情
報
を
紹
介
す

る
こ
と
で
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
有

益
な
情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

ジ
オ
広
報
」
で
は
、
情
報

通
信
産
業
に
従
事
す
る
若

者
や
経
営
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、

そ
の
仕
事
の
楽
し
さ
や
働
く
き
っ

か
け
と
な
っ
た
こ
と
等
を
ラ
ジ
オ

番
組
の
放
送
を
通
し
て
紹
介
し
ま

す
。
当
該
番
組
は
、
若
者
向
け
の

も
の
と
い
う
こ
と
で
、
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
及
び
リ
ポ
ー
タ
ー
共
に
テ

ン
ポ
良
く
進
行
し
ま
す
の
で
、
楽

し
く
聴
取
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
１
人

で
あ
る
ジ
ェ
ニ
ー
さ
ん
は
、
今
回

の
広
報
の
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
で

あ
る
現
役
大
学
生
で
も
あ
り
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
、
当
該
番
組
の
告
知
を

目
的
と
し
て
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、

バ
ス
広
告
の
掲
示
を
行
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
ラ
ジ
オ
番
組
と
連
動
し

て
、
沖
縄
県
内
の
大
学
に
お
い
て
、

学
生
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。
沖
縄
県
内
の
情
報
通
信
産

業
企
業
の
代
表
者
ら
を
招
き
、
30

今年度の広報キャッチフレーズ：

「咲かせよう！ 夢シゴト。」 



17

分
程
度
の
講
演
と
学
生
と
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し

ま
す
。
ラ
ジ
オ
番
組
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
が
司
会
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
の
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参

加
し
ま
す
。
 

ラジオ番組：「島人＊夢シゴト」 
FM沖縄「Groobug」内 
毎週木曜21:19～21:29（10分間） 
 
●放送日時 
　9月～来年3月の7ヶ月間 
　毎週木曜21:19～21:29（10分間） 
「Groobug」（毎週月曜～金曜20:00～21:55）
の番組内にて放送 

●番組パーソナリティ 
　高吉　浩矢、ジェニー 

●コーナーリポーター 
　もーりー（こきざみ） 

●放送局　 
　ＦＭ沖縄 

●学生参加型イベント 
県内の大学において、開催大学の学生らの参加を
募り開催 
10月～来年3月までの間に6回開催予定 

フリーペーパーの配布 
39の「美ら島」を地域別に特集し、３回の配布で全ての島を取り上げる。 

　●第1号：北部圏、宮古圏………… 9 月末配布予定 
　●第2号：中南部圏　　　…………11月末配布予定 
　●第3号：八重山圏　　　………… 来年1 月末配布予定 

 
　沖縄県内の高校、大学、市町村役場、ガソリンスタンド、モノレール駅等で配布（特集された地域には、
当該号を宮古毎日や八重山毎日等地元紙の新聞折り込みにして配布） 
　フリーペーパーの３回の配布に合わせ、新聞広告を琉球新報、沖縄タイムスに掲載。沖縄タイムスの正
月版には一面広告も掲載予定。 

フリーペーパーポスター 
フリーペーパー表紙 

ャ
ン
ペ
ー
ン
広
報
」
で
は
、

離
島
に
お
け
る
伝
統
工
芸
、

観
光
業
、
農
水
産
業
等
で
、
特
色

あ
る
業
務
に
従
事
し
て
い
る
方
々

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
そ
の
仕
事

の
楽
し
さ
や
働
く
き
っ
か
け
、
島

の
特
色
や
魅
力
を
紹
介
し
た
フ
リ

ー
ペ
ー
パ
ー
の
配
布
を
行
い
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
、
当
該
フ
リ
ー
ペ
ー
パ

ー
配
布
の
告
知
を
目
的
と
し
て
、

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
新
聞
広
告
の

掲
載
を
行
い
ま
す
。
 

 

　
紹
介
し
ま
し
た
広
報
に
つ
い
て
ご

意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、内
閣
府

政
策
統
括
官（
沖
縄
政
策
担
当
）付

参
事
官（
総
括
担
当
）室
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。 
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Ⅰ
・
「
健
康
長
寿
の
島
」
沖
縄
の
現
状 

 

Ⅱ
・
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る 

　
　
沖
縄
の
健
康
長
寿 

数字の小道 す う じ の  

こ み ち  

　
沖
縄
は
日
本
一の
長
寿
県
と
い
わ

れ
、健
康
長
寿
は
沖
縄
ブ
ラ
ン
ド
の

ひ
と
つ
と
し
て
全
国
的
に
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。厚
生
労
働
省
に
よ
る

と
、平
成
17
年
の
都
道
府
県
別
の

1
0
0
歳
以
上
長
寿
者
比
率
は
、

人
口
10
万
人
当
た
り
、全
国
平
均

が
20
・
0
人
に
対
し
、沖
縄
県
は
２

倍
以
上
の
51
・
4
人
と
全
国
１
位

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、平
成
12
年
の
国
勢
調

査
で
、沖
縄
男
性
の
平
均
寿
命
が
、

平
成
7
年
国
勢
調
査
で
の
全
国
４

位
か
ら
、全
国
平
均
以
下
の
26
位

へ
と
急
落
し
て
い
た
事
実
が
判
明
。

「
26
シ
ョ
ッ
ク
」
と
し
て
、沖
縄
県
民

に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
平
均
余
命

は
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
男
女
と
も
に
全
国

一
で
す
が
、男
性
の
平
均
余
命
は
、年
齢

が
若
く
な
る
程
、低
い
順
位
に
あ
り
ま

す（
表
1
参
照
）。ま
た
、
引
き
続
き
全

国
一
長
い
沖
縄
女
性
の
平
均
寿
命
も
、

全
国
平
均
と
の
差
が
縮
小
し
て
き
て

い
ま
す
。
 

　
沖
縄
県
衛
生
環
境
研
究
所
の
報
告

書
「
26
シ
ョ
ッ
ク
！
沖
縄
県
の
平
均
寿
命

と
死
亡
状
況
」（
平
成
17
年
10
月
）に
よ

る
と
、沖
縄
男
性
の
年
齢
調
整
死
亡
率

（
都
道
府
県
間
の
年
齢
構
成
の
差
を
取

り
除
い
て
比
較
で
き
る
よ
う
に
調
整
し

た
死
亡
率
）は
、平
均
寿
命
と
同
じ
よ
う

に
、平
成
2
年
に
長
野
県
に
首
位
を
奪

わ
れ
、6
位（
平
成
7
年
）、24
位（
平

成
12
年
）と
順
位
を
落
と
し
て
い
ま

す（
表
2
参
照
）。死
因
別
に
み
る
と
、

こ
れ
ま
で
死
亡
率
が
低
か
っ
た
心
疾

患
、脳
血
管
疾
患
、肝
疾
患
、糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
死
亡
率
が
30

〜
50
代
の
若
い
世
代
で
順
位
を
下
げ

て
お
り
、特
に
男
性
で
は
平
均
寿
命

の
順
位
を
下
げ
た
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
い
る
と
し
て
い
ま
す
。 

　
「
26
シ
ョ
ッ
ク
」
と
並
ん
で
衝
撃
的

な
こ
と
に
、「
肥
満
全
国
一
」
と
い
う
事

実
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
平
成

16
年
度
の
政
府
管
掌
保
険
「
生
活
習

慣
病
予
防
検
診
」
受
診
者
の
う
ち
、

B
M
I
25
以
上
の「
肥
満
」の
割
合
が
、

30
歳
以
上
で
、男
性
は
約
2
人
に
1

人
、女
性
は
約
4
人
に
1
人
と
、男
女

と
も
全
国
一
高
い
状
況
で
す（
図
1
参

照
）。
肥
満
は
、高
血
圧
、高
脂
血
症
、

糖
尿
病
、心
筋
梗
塞
、脳
卒
中
に
代

表
さ
れ
る
脳
血
管
疾
患
な
ど
に
つ
な

が
る
こ
と
が
医
学
的
に
も
証
明
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
若
年
者
の
平
均
余
命
や
沖
縄
県

民
の
健
康
状
態
か
ら
見
て
取
れ
る
よ

う
に
、将
来
的
に
は
、沖
縄
の
平
均
寿

命
は
、他
府
県
と
の
比
較
に
お
い
て
ま

す
ま
す
順
位
を
下
げ
る
と
考
え
ら
れ
、

沖
縄
の
健
康
長
寿
の
イ
メ
ー
ジ
に
も
い

よ
い
よ
陰
り
が
見
え
て
き
ま
し
た
。　
 

　
沖
縄
の
健
康
長
寿
は
、な
ぜ
こ
れ

ほ
ど
ま
で
に
脅
か
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の

※平成16政府管掌保険「生活習慣病予
防検診」受診者のうちBMI25以上
の者の割合である 

BMI＝体重（㎏）÷身長(m)2  
例／身長170㎝、体重70㎏なら、 
　70÷（1.7）2＝24.22です。　 
　BMIによって肥満かどうか、またその度
合いが分かります。（下表参照） 

女性 

沖縄県 沖縄県 

男性 

全国 全国 
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で
し
ょ
う
か
。こ
れ
ま
で
沖
縄
の
長

寿
の
要
因
と
し
て
、食
生
活
、社
会

環
境
や
気
候
風
土
な
ど
の
地
域
性

な
ど
、様
々
な
要
因
が
指
摘
さ
れ
て

き
ま
し
た（
表
3
参
照
）。こ
れ
ま
で

沖
縄
の
長
寿
は
、こ
れ
ら
が
複
合
的

に
結
び
つ
き
保
た
れ
て
き
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。 

　
栄
養
学
の
専
門
家
で
あ
る
琉
球

大
学
の
尚
弘
子
名
誉
教
授
は
、
前

述
の
表
3
で
あ
げ
た
健
康
長
寿
の

要
因
の
う
ち
、
食
生
活
の
変
化
に

よ
っ
て
、
そ
の
多
く
が
現
在
で
は

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
、
沖
縄

の
健
康
長
寿
が
脅
か
さ
れ
て
い
る

大
き
な
原
因
で
あ
る
と
分
析
し
て

い
ま
す
。
 

　
そ
れ
以
外
に
も
、
肥
満
や
肝
疾

患
等
に
つ
な
が
る
過
度
の
飲
酒
、

ま
た
沖
縄
の
伝
統
文
化
が
変
化
し

地
域
と
人
と
の
結
び
つ
き
が
弱
ま

っ
た
結
果
、
高
齢
者
に
と
っ
て
大

切
な
生
き
が
い
や
相
互
扶
助
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
車

社
会
に
よ
る
運
動
不
足
な
ど
も
要

因
と
し
て
あ
げ
て
い
ま
す
。
中
高

年
男
性
を
中
心
と
し
た
高
い
自
殺

率
も
見
逃
せ
な
い
要
因
で
す
。
自

殺
の
原
因
の
ト
ッ
プ
は
病
苦
で
、

こ
こ
で
も
健
康
が
脅
か
さ
れ
て
い

る
沖
縄
の
現
実
が
伺
え
ま
す
。
 

Ⅲ
・
健
康
長
寿
を 

　
　
取
り
戻
す
た
め
に
 

　
 

　
沖
縄
が
健
康
長
寿
を
取
り
戻
す

た
め
に
何
を
す
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、

尚
先
生
は
、ま
ず
、食
生
活
改
善
の

普
及
・
啓
発
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
沖

縄
で
は
、米
軍
占
領
下
の
米
国
民
政

府
時
代
に
、生
活
改
良
普
及
員
を
設

け
、各
地
で
食
生
活
改
善
や
衛
生
意

識
高
揚
な
ど
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。ア
メ
リ
カ
は
、農
民
の
生

活
改
善
に
貢
献
し
た
４
H（
フ
ォ
ー
エ

イ
チ
）ク
ラ
ブ
な
ど
、生
活
改
善
運
動

の
発
祥
地
で
、沖
縄
で
の
取
組
み
は
、

ア
メ
リ
カ
の
運
動
を
模
範
に
し
た
も

の
で
し
た
。
尚
先
生
が
研
究
を
し
て

い
た
当
時
の
琉
球
大
学
で
も
、研
究
・

教
育
・
普
及
を
栄
養
学
研
究
の
三
本

柱
に
、離
島
地
域
な
ど
で
の
生
活
改

良
普
及
活
動
を
精
力
的
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
復
帰
後
、沖
縄
は
経
済
成

長
を
遂
げ
、ま
た
、ア
メ
リ
カ
式
の
制

度
を
日
本
式
に
改
め
る
風
潮
な
ど
に

伴
い
、こ
の
取
組
み
は
低
下
し
ま
し

た
が
、長
野
県
が
こ
の
運
動
を
採
り

入
れ
、住
民
の
健
康
増
進
に
大
き
な

効
果
を
あ
げ
た
経
緯
を
紹
介
し
、こ

の
取
組
み
を
再
び
高
め
、食
生
活
の

重
要
性
の
普
及
を
強
調
し
て
い
ま
す
。 

　
次
に
私
達
県
民
の
意
識
変
革
を

あ
げ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
沖
縄
県

民
は
、沖
縄
の
長
寿
の
イ
メ
ー
ジ
に
気

を
取
ら
れ
て
健
康
へ
の
更
な
る
努
力

が
鈍
り
、そ
の
間
に
他
の
県
に
追
い

越
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
健
康
長

寿
の
イ
メ
ー
ジ
は
、も
は
や
幻
想
に
な

っ
て
い
る
今
の
状
況
を
真
摯
に
受
け

止
め
て
、自
分
自
身
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
見
直
し
、一
か
ら
健
康
へ
の
取
組

み
を
や
り
直
す
こ
と
が
重
要
だ
と
指

摘
し
て
い
ま
す
。 

　
現
在
男
性
長
寿
日
本
一
の
長
野
県

も
、
20
年
以
上
の
長
期
に
渡
り
、住

民
へ
の
呼
び
か
け
か
ら
始
ま
る
地
道

な
取
組
み
が
今
に
な
っ
て
実
を
結
ん

で
い
ま
す
。
沖
縄
も
、数
年
後
す
ぐ

に
長
寿
日
本
一
を
取
り
戻
す
こ
と
は

無
理
で
あ
っ
て
も
、数
十
年
先
と
い
う

長
期
的
視
野
で
、若
年
者
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、子
供
達
の
食

育
に
取
組
む
こ
と
が
、健
康
長
寿
の

復
活
に
向
け
た
一
歩
に
な
る
と
お
っ
し

ゃ
っ
た
、尚
先
生
の
穏
や
か
な
言
葉
の

中
に
秘
め
ら
れ
た
力
強
い
信
念
が
強

く
印
象
に
残
り
ま
し
た
。 

　
な
お
、沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、

厚
生
労
働
省
と
農
林
水
産
省
が「
食

生
活
指
針
」
を
具
体
的
な
行
動
に

結
び
つ
け
る
た
め
に
作
成
し
た
全
国

版
を
基
本
に
、沖
縄
県
民
が
日
頃
の

食
生
活
で
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
料
理

例
を
示
し
、日
常
的
に
活
用
で
き
る

よ
う
に
と
、 

沖
縄
版
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」

（http://ogb.go.jp/nousui/oki_

balanceguide/index.htm
l

） 

を
作
成
し
、そ
の
普
及
・
活
用
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
ま
た
沖
縄
県
で
は
、県
民
の
早
世

の
予
防
、健
康
寿
命
の
延
伸
、生
活

の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
平
成
14

年
に
作
成
し
た
県
民
健
康
づ
く
り

計
画
「
健
康
お
き
な
わ
２
０
１
０
」
を

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 
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KYOKUNO*UGOKI

 

８月２２日、我が国財政の現状と課題について理解を深めていた
だくため、財政講演会を開催しました。産業界、金融・保険業界、
行政機関、婦人団体、教育機関などから、約１５０名の出席があ
りました。講師の財務省主計局主計企画官の藤井健志氏からは、
歳出予算を抑えるには、社会保障と地方交付税についての議論を
深めないと、歳出削減による財政健全化はとても難しい状況にな
ることや国債費の累増など、我が国財政の抱えている問題点等に
ついて説明しました。 
　聴講された方々からは、「歳入・歳出のバランスを図っていく
には、税制改革は避けられない、そのためにも消費税の見直しは
早めに着手すべき」、「歳出削減を徹底的にやるには、国の事業
を大幅に見直し、国家公務員の数も大幅に削減すべき」、「ある
べき税制の構築に向けて積極的な広報を実施してほしい」などの
意見もありました。 
 

財政講演会を開催 財　務　部 

 平成１８年『海の月間』について 運　輸　部 

祝日「海の日」は、海の恩恵に感謝し、海を大切にする心を育むため
に平成８年に制定されました。 

　この「海の日」の意義を広く理解していただくため、７月を「海の月間」

とし、全国各地の都市において多彩な行事が展開され、管内において

も、「那覇観光キャンペーンレディによる一日船長」、「みなとフェスタ」、

「ビーチのクリーンアップキャンペーン」、「中学生海の絵画コンクール」

等の行事を行いました。 

　大型客船の一日船長を務めた那覇観光キャンペーンレディの潮平

樹利さんは「船の旅は私達に夢とロマ

ンを与えてくれます。今後とも安全航

海に努めて頂き、明日を担うシーマン

として頑張って下さい。」と、船員や関

係者に向けてメッセージを送りました。 

　この他、「海事関係功労者表彰式典」

を２０日に開催し、海運、港湾、海洋環境

保全関係者等２３名の方々を表彰しま

した。 

　また、同式典において、「中学生海の

絵画コンクール」受賞者への表彰式も

行い、沖縄総合事務局長表彰・金賞受

賞の仁添まりなさんをはじめ、１０名の

県内中学生が表彰されました。 

沖縄の環境保全のために、 
環境コミュニティビジネスを推進 経済産業部 

経済産業部が推進するＯＫＩＮＡＷＡ型産業振興プロジェクトでは、去
る7月31日に「環境ビジネスフォーラム」を開催し、事業者、ＮＰＯ、市民な
どが連携することで、地域の環境問題を解決しつつ、まちを活性化する「環
境コミュニティビジネス」に関する情報提供を行いました。 
　電気通信大学の竹内教授は、「環境コミュニティビジネスの自立経営」と
題した講演の中で、コミュニティビジネスを始めることは、経営資源（ひと、
もの、金、情報）が不足した状態でスタートするので、そのビジネスに合った
経営管理手法を積極的に取り入れて効率的な経営を行うことが重要である
と指摘しました。続いて、立教大学の萩原助教授は、「ＮＰＯと環境コミュニ
ティビジネス」と題した講演の中で、ＮＰＯの社会的役割は、地域社会の課
題に儲けとは関係なく冒険的に取り組む
先駆性や、様々な価値観で社会的サービ
スを提供するマイノリティへの対応など
が挙げられるとし、この特徴を活かし、地
域ニーズにあった社会サービスの提供が
期待されていると指摘しました。 
　また、経済産業省では、平成18年度環
境コミュニティビジネスモデル事業として、
全国で14件を採択しており、本フォーラ
ムでは、その中から、次の沖縄の2テーマ
を紹介しました。 
　①ＮＰＯしまづくりネットが行う 
　　　　　　「レンタル自転車事業」 
　②ＮＰＯコーラル沖縄が行う 
　　　　　　「養殖サンゴ植え付け事業」 

優良業者等表彰式を開催 開発建設部 

去る７月１４日、「平成１７年度開発建設部所管優良業者等表彰式」を開
催しました。 
　本表彰は、平成１７年度に完成したダム、道路、港湾、空港、公園、官庁
営繕の各部門における工事の1000万円以上の契約件数247件の中
から、また測量、設計調査業務等については500万円以上の契約件数
206件の中から、特に優秀な成績を納められた施工業者並びに技術者
を表彰したものです。竹林局長は、受賞者へのあいさつの中で「それぞ
れの分野においてご熱心に仕事をしていただき、困難性の克服や創意
工夫を行うことにより、優秀な成績を納めて頂いた。皆様の業績は他の
模範になるとともに、業界全体の技術力の向上に多大な貢献をされた
ものであり、そのご努力に敬意を表するとともに更なる人材の育成や
技術力の向上等を図り「平和で安らぎと活力のある沖縄県」を実現す
るため、なお一層のご尽力を賜りますようお願いしたい。」と述べました。 
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I N F O R M A T I O N 人事異動のお知らせ 

　藤岡文七　前内閣府沖縄振興局長の転任に伴い、平成１８年７月２８日付けで内閣府沖縄振興局長
に原田正司氏が就任した。 
　昭和５０年自治省入省、平成元年桑名市助役、平成３年消防庁消防課国際消防協力官、同年消防庁
消防課国際消防救助隊総括官、平成４年三重県地域振興部長、平成５年三重県知事公室公室長、平
成７年三重県総括政策監、同年三重県副知事、平成１１年自治省行政局公務員部公務員課長、平成１３
年総務省自治行政局自治政策課長、平成１５年総務省大臣官房審議官（公営企業・財務担当）、平成１
６年内閣府大臣官房審議官（防災担当）、平成１７年同（男女共同参画局担当）を歴任後現在に至る。 

内閣府沖縄振興局長に 

原田　正司氏が就任 
 

はら　　だ　　　　　　 ただ　　 し 

　和田智明　前内閣府大臣官房審議官の転任に伴い、平成１８年７月２８日付けで内閣府大臣官房審
議官に福井武弘氏が就任した。 
　昭和５２年に総理府入府、平成９年沖縄開発庁沖縄総合事務局総務部長、平成１１年総務庁統計局
統計調査部国勢統計課長、平成１３年総務庁統計局統計調査部調査企画課長、平成１４年総務省統計
局総務課長、平成１６年総務省大臣官房参事官、平成１７年内閣府日本学術会議事務局次長を歴任後
現在に至る。 

内閣府大臣官房審議官（沖縄政策担当）に 

福井　武弘氏が就任 
 

ふく       い                 たけ     ひろ 

 内閣府沖縄担当部局では、沖縄で活

躍する方々を紹介する広報を実施し、

若者を中心とした県民の皆さんが、自

ら主体的に取り組める「きっかけ」作

りを支援しています。 

 ウェブサイトでは、当該広報の内容を、

より情報量を多くして掲載するとともに、

関連情報を紹介しています。 
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ウエブサイト 
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